
公開シンポジウム

12月11日 13:30-16:30
2022年

対面：定員70名（先着順）ユマニテクプラザ3階研修室300 四日市市鵜の森1丁目4-28

オンライン同時配信
四日市市は、2022年3月に「スマートリージョン・コア実行計画」を策定し、中心市街地の
スマート化に取り組んでいます。その取り組みの一つに、中央通りへのローカル5Gの整備を
計画しています。今回のシンポジウムは、産学官それぞれの視点からデジタル技術による、
まちづくりDX（デジタルトランスフォーメーション）の可能性や課題に関して、四日市市民
の方々とともに、将来的な四日市市のスマートシティ化に向けて議論を深めたいと思います。

趣
旨

13:30-13:40 開会の挨拶 坂田 一郎 教授（東京大学地域未来社会連携研究機構長）

13:40-14:30 基調講演 「次世代サイバーインフラが駆動する地域創生」
中尾 彰宏 教授（東京大学大学院工学系研究科）

14:30-15:30 報告 「スマートシティ化に向けた取り組み」
四日市市副市長 舘 英次 氏
株式会社シー・ティー・ワイ ICTソリューション推進室課長 佐野 貴規 氏
株式会社スマートホテルソリューションズ代表取締役 高志保 博孝 氏

15:30-15:40 休憩
15:40-16:25 パネルディスカッション
16:25-16:30 閉会の挨拶 四日市市政策推進部長 荒木 秀訓 氏

プログラム

お申込み：右記のQRコードへアクセスし、フォームを送信してください。
※対面の定員に達した場合は、オンラインでのご参加をお願い致します。
お問い合わせ：東京大学地域未来社会連携研究機構 miest@frs.c.u-tokyo.ac.jp

日

主催：東京大学地域未来社会連携研究機構、四日市市
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